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No S
4
5 *
6
7 *
8 *
9 *
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15 *
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No S
2 DNP
3
11 DNP
13 DNP
15 DNP
16
18 *
20 *
22 *
24
25 DNP
26 *
31 *
32 DNP
33 DNP
39 DNP
41 DNP
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1 0 0 1 0
0

1
0

植 木 大 夢

1Q　両チームマンツーマンディフェンスでスタート。飛龍が#8渋木のバスケットカウントで先制する。浜松学院
は#26大倉を中心に攻撃を組み立てる。互いに激しいディフェンスで相手のミスを誘う展開が続くが、飛龍は
#9野田の１on１や#6瀬古の３Pが決まり、徐々にリードを広げていく。浜松学院もガード陣が攻撃を仕掛けて
いくが、飛龍の堅い守りを崩すことができない。22-9で飛龍が浜松学院を突き放し、第1Qを終える。
2Q　飛龍の徹底したディナイディフェンスで浜松学院はなかなか攻撃の起点を作り出すことができず、たまら
ずタイムアウトをとる。しかし、タイムアウト後も飛龍は#13竹本の力強いプレーでバスケットカウントを獲得
し、浜松学院に流れを渡さない。浜松学院は#26大倉の１on１で得点を重ね追いすがるものの、得点を詰め
ることができない。飛龍#18太田、#16竹村のドライブが立て続けに決まり第2Q終了。37-21で飛龍がリードす
る。
3Q　松学院は機動力の高いメンバーに変更し、後半からの立て直しを図る。しかし、飛龍#9野田と#8渋木の
１on１を止めることができない。飛龍の激しいプレッシャーに浜松学院は無得点の状態が続いてしまう。第3Q
も飛龍が相手に流れを渡さず、52‐25で飛龍がリードを広げて終了。
4Q　第4Qは互いに得点を決め合う時間が続くが、飛龍#6瀬古の３P、#13竹本のドライブ、#12阿部の速攻
と、連続得点で点差が広がっていく。浜松学院も#3大原の１on１やスティールからのレイアップシュートで食ら
いつくが、飛龍の素早い速攻を止めることができない。最後までディフェンスの手を緩めず戦い抜いた飛龍が
75-43で勝利を掴み、準優勝となった。
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藤 皇 青
太 田 俊
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TOTAL 43 1 17 6 18
TEAM/COACH / / / / 0

鈴 木 陽 翔 8 0 3 2 1
松 本 将 虎

戸 塚 健 太 朗 2 0 1 0
小 野 翔 0 0 0

2

0 0

0 0 0

0 0

大 倉 成 矢 11 1 3 2 5

安 藤 大 和 0 0 0 0 0
鈴 木 友 真 0 0

1 1 3
衛 藤 巧 5 0 2 1 0
鈴 木 海 成
石 原 弘 幸 10 0 5 0 2

3 0

0 0 0
伊 藤 匠 0 0 0 0 1

中 山 皓 仁 0 0 0 0 0
太 田 陽 基 0 0

2 0 4
豊 田 創 大 0 0 0 0 0
大 原 諒 也
丸 山 昊 太 0 0 0 0 0

4 0

TEAM B 浜松学院 （西部） 【　戦　評　】
選手名 PTS 3P 2P FT F

TOTAL 75 5 24 12 12
TEAM/COACH / / / / 0

上 門 京 太 郎 0 0 0 0 0
宮 本 善 崇 0 0 0 0 0

竹 村 勇 裕 2 0 1 0 0
植 田 悠 路 0 0 0 0 0
中 村 飛 鳥 4 0 1 2 0
竹 本 雅 矢 11 0 5 1 0
阿 部 光 音 8 0 4 0 0
中 久 喜 光 祐 8 0 3 2 0
中 原 春 翔 0 0 0 0 0
野 田 悠 峨 16 1 5 3 1
渋 木 勇 希 11 0 4 3 3
鈴 木 心 0 0 0 0 1
瀬 古 迅 11 3 1 0 0
渡 邉 光 0 0 0 0 3

2P FT F
佐 藤 柚 人 0 0 0 0 3

TEAM A 飛龍 （東部）
選手名 PTS 3P

このはなアリーナ （東部） （西部）
コート コート

開始時間 12:00

【　得点経過　】
男子決勝リーグ TEAM A

試合日 2023年1月29日 飛龍
75 43

浜松学院
会　場
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